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 地域連携・交通部 
 

令和６年度当初予算のポイント・主要事業 
 
１ 予算調製にあたっての基本的な考え方 
 
 地域連携・交通部では、「公共交通の確保・充実」「地域の振興」「スポーツの推

進」「県南部地域の活性化」に向け、市町等との連携を進めつつ、部局横断的・総合

的な視点による地域活性化に取り組んでいます。 
 令和６年度においては、交通不便地域等における高齢者や若者などの移動手段の確

保や、人口減少対策として移住の促進に取り組みます。 
また、選手等への支援や指導者の養成とともに、県民の皆さんがスポーツにふれ親

しむ機会の拡充に取り組みます。 
さらに、７月には熊野古道が世界遺産登録２０周年を迎えることから、その好機を

逃すことなく伊勢路の魅力のさらなる向上と受入れ環境を整備し、来訪意欲の喚起に

取り組みます。 
 

２ 主な重点項目 

 

（１）公共交通の確保・充実 

予算額 １，１０５，３４８千円 [交通政策課 （224-2622）] 

      [広域交通・リニア推進課 （224-2805）] 
鉄道やバスなどの地域公共交通は、自家用車を持たない高齢者の買い物や通院、若

者の通学等に必要不可欠な移動手段であり、その維持・確保に向けた取組を推進しま

す。 

地域公共交通に関する高齢者等のニーズや地域の実情の把握に努め、交通不便地

域等における移動手段の確保に向けた市町等の取組に対し、調査から実証事業、定着

まで切れ目なく支援するとともに、地域の特性などの状況に応じて、交通ネットワー

クの構築に取り組む市町を重点的に支援します。 

また、交通事業者における深刻な運転士不足をふまえ、運転士募集フェアなど人材

確保の取組や市町における一般ドライバーを活用した輸送サービスの導入に向けた

支援を実施します。 

さらに、ＪＲ関西本線について、沿線自治体や事業者と連携して、大都市と沿線地

域を結ぶ列車の実証運行などの利用促進や利便性の向上に向けた取組を実施すると

ともに、地域鉄道やバス路線などの維持・活性化に向け、引き続き、国や市町と協調

し事業者を支援します。 

リニア中央新幹線について、「三重県リニア基本戦略（仮称）」が示す「めざす三重

の姿」の実現に向けた具体的な施策や事業への展開を図るため、「みえリニア戦略プ

ラン（仮称）」の策定に着手するとともに、２０３７年全線開業の実現に向けた活動

やリニアに対する一層の機運醸成に取り組みます。 
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<主な事業> 

①（一部新）地域における移動手段の確保に向けた総合対策事業 

               （予算額 １２９，９００千円） 

②（一部新）鉄道活性化促進事業 （予算額  ２２，９４０千円）

③ 鉄道利便性・安全性確保等対策事業    （予算額 １５１，２５７千円） 

④ 伊勢鉄道基盤強化等対策事業       （予算額 １９１，０１８千円） 

⑤ 地方バス路線維持確保事業        （予算額 ３４５，０００千円） 

⑥（一部新）リニア中央新幹線関係費    （予算額  ２７，８４１千円） 
 

 

（２）移住の促進 

予算額 １３０，３９０千円 [地域づくり推進課 （224-2351）] 

[移住促進課 （224-2420）] 

「選ばれる三重」となるため、関西圏・中京圏での県独自フェアの開催や全国フェ

アへの出展等を行うとともに、移住交流ポータルサイトの機能向上やマスメディア、

ＳＮＳの活用など、市町や企業・団体と連携しながらプロモーションを強化します。 

また、きめ細かな相談対応を引き続き行うとともに、転職希望者など新たな層を対

象とした移住相談会やセミナーを開催し、相談対応を充実します。 

さらに、移住者の不安軽減や県内定着を図るため、市町が実施するお試し住宅の整

備や県外からの移住者に対する空き家リフォーム費用の支援、移住者と地域をつな

ぐ人材の育成などを行い、移住者を受け入れる態勢の充実に取り組むとともに、東京

圏からの移住を後押しする移住支援事業について、引き続き、市町と連携し実施しま

す。 

地域おこし協力隊については、定住・定着の促進に向けて、隊員のＯＢ・ＯＧで構

成される「三重県地域おこし協力隊ネットワーク」と連携し、「募集・受入時」、「任

期中」、「退任後」のそれぞれの段階で隊員や市町をサポートできるよう、支援体制を

強化します。 

 

<主な事業> 

①（一部新）移住促進事業      （予算額  ７４，０３２千円） 

②（一部新）移住者を受け入れる態勢の充実支援事業 

  （予算額  ４８，０２０千円） 

③（一部新）地域おこし協力隊サポート事業 （予算額   ８，３３８千円） 
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（３）競技スポーツの推進 

予算額 １，４１５，７７４千円 [スポーツ推進課 （224-2985）] 

[競技力向上対策課 （224-2996）] 

佐賀国スポ（国民スポーツ大会）に向け、成年・少年選手の強化活動を支援すると

ともに、次代を担うジュニア・少年選手の発掘・育成や優れた指導者の養成に取り組

みます。また、全国大会や国際大会での活躍をめざすパラアスリートの強化活動を支

援します。 

県営スポーツ施設について、利用者がより安全・安心に利用できる環境を提供する

ため、「三重交通Ｇ スポーツの杜 鈴鹿」水泳場の空調熱源設備改修工事など、必要

な改修・修繕を行うとともに、新型コロナの影響により減少した利用者数の回復を図

るため、指定管理者と連携し、より良いサービスの提供に取り組みます。 

 

<主な事業> 

① 競技力向上対策事業   （予算額 ４０７，０００千円） 

② 三重交通Ｇ スポーツの杜 鈴鹿事業  （予算額 ６５０，６６５千円） 

③ 三重交通Ｇ スポーツの杜 伊勢事業  （予算額 １６７，５４４千円） 
 

 

（４）地域スポーツと障がい者スポーツの推進 

予算額 ６１６，５７０千円 [スポーツ推進課 （224-2986）] 

三重とこわか国体・三重とこわか大会に向けて積み上げてきたレガシーを活用し

て、大規模大会等の誘致・開催や競技種目を定着させるための普及イベント等の実施

に取り組む市町および競技団体等を支援します。 

スポーツ推進月間（９、10月）のキックオフイベントとして、「みえのスポーツフ

ォーラム」を開催します。また、総合型地域スポーツクラブの質的充実のため、専属

のクラブアドバイザーを設置するとともに、体験会や地区別研修会を開催し、中学校

部活動の地域連携・地域移行の促進を図ります。 

子どもから高齢者まで幅広い県民の皆さんにさまざまなスポーツの場を提供する

ため、スポーツ推進月間を中心に、（一社）三重県レクリエーション協会や各競技団

体等と連携して「みえスポーツフェスティバル」を県内各地域で開催します。また、

ジュニア世代の発掘・育成や市町相互の交流・連携を図るため、市町等と連携し「第

18回美し国三重市町対抗駅伝」を開催します。 

 

<主な事業> 

① レガシーを活用したみえのスポーツ支援事業（予算額 １３０，０００千円） 

②（一部新）地域スポーツ推進事業 （予算額  ６１，１７０千円） 

③ 地域スポーツイベント開催事業 （予算額  １６，０８８千円） 

  



地域連携・交通部 ４ 

（５）南部地域の活性化 

予算額 ９０，４２７千円 [南部地域振興企画課 （224-2192）] 

南部地域の活性化に向けて、地域への愛着・誇りの醸成や地域との関係性の継続、

兼業や副業など多様で柔軟な働き方の創出、および地域内の人材育成と関係人口の

深化・拡大等に取り組みます。 
また、南部地域活性化基金を活用して、複数市町の連携による取組を支援し、地域

の人びとが豊かに暮らし続けられる地域づくりを進めます。 
 

<主な事業>  

① 南部地域の企業・魅力体感事業   （予算額   ４，１０７千円） 

② 地域づくり人材支援事業         （予算額   ４，０５４千円） 

③（新）南部の地域づくり連携推進事業 

＜事業実施期間：令和６年度～令和８年度＞（予算額   ２，２５０千円） 

④（新）南部地域における持続可能な第一次産業をめざして事業 

＜事業実施期間：令和６年度～令和８年度＞（予算額   ８，２４６千円） 

⑤（新）多様な人材が集う「賑わい」の維持・創出事業 

  ＜事業実施期間：令和６年度～令和８年度＞（予算額  １０，５０９千円） 

⑥ ファンとともに南部地域の観光資源ＰＲ事業（予算額   ３，２８２千円） 

⑦ 南部地域活性化基金支援事業       （予算額  １１，３３０千円） 
 

 

（６）東紀州地域の活性化 

予算額 ２４０，４９９千円 [東紀州振興課 （224-2193）] 

熊野古道の世界遺産登録２０周年を記念し、国際シンポジウムの開催や首都圏を

はじめとした都市部でのプロモーション等を行うとともに、古道来訪者のための二

次交通の利便性向上に向けた調査、実証運行や宿泊施設等を一元的に案内する  

Ｗｅｂサイト構築、仮設トイレの設置等により、来訪者が安全快適に歩ける環境を整

備し、古道の魅力のさらなる向上と来訪意欲の喚起に取り組みます。 

また、奈良県、和歌山県等と連携しながら、東紀州地域への誘客を促進するととも

に、観光業および第一次産業を含めた関連産業の振興を図ります。 

 

<主な事業> 

①（新）熊野古道世界遺産登録２０周年事業 

  ＜事業実施期間：令和６年度＞  （予算額  ３３，６７７千円） 

②（新）熊野古道伊勢路受入環境整備事業 

  ＜事業実施期間：令和６年度＞   （予算額  ４１，５００千円） 

③（一部新）熊野古道活用促進事業  （予算額  ３１，９５５千円） 

④（一部新）Easy Access to 東紀州！プロジェクト推進事業 

       （予算額  ２９，４４８千円） 

⑤ 東紀州地域振興推進事業    （予算額   １０，２５５千円） 

⑥ 選ばれる東紀州地域を目指して産業活性化支援事業 

  （予算額  １１，２５９千円） 
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て
利
用
促
進
な
ど
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
国
や
市
町
と
協
調
し
て
支
援
し
ま
す

●
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
２
０
３
７
年
全
線
開
業
の
実
現
に
向
け
て
関
係
者
と
連
携
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
行
動
計
画
と
な
る
「
み
え
リ
ニ
ア
戦
略
プ

ラ
ン
（
仮
称
）
」
の
策
定
に
着
手
し
ま
す

○
鉄
道
の
維
持
・
活
性
化
の
た
め
、
沿
線
自
治
体
で
構
成
す
る
協
議
会
に
お
い
て

連
携
し
て
要
望
活
動
や
利
用
促
進
の
取
組
を
実
施

Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
（
亀
山
～
加
茂
間
）
の
維
持
・
活
性
化
の
た
め
、
「
関
西
本
線

活
性
化
利
用
促
進
三
重
県
会
議
」
に
お
い
て
、
大
都
市
と
沿
線
地
域
を
結
ぶ

列
車
の
実
証
運
行
や
沿
線
市
が
取
り
組
む
駅
か
ら
の
二
次
交
通
の
充
実
に
向
け
た

実
証
事
業
の
支
援
な
ど
、
利
用
促
進
や
利
便
性
の
向
上
に
向
け
た
取
組
を
実
施

新

新

○
鉄
道
事
業
者
が
実
施
す
る
安
全
性
・
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
施
設
整
備

等
に
つ
い
て
、
国
や
沿
線
市
町
と
協
調
し
て
支
援

令
和
５
年
度
リ
ニ
ア
建
設
促
進

三
重
県
期
成
同
盟
会
総
会

時
速
5
00
km
の
ス
ピ
ー
ド
で
つ
な
が
る

日
本
の
新
た
な
大
動
脈



地域連携・交通部 ７

予
算
額

13
0,
39
0千
円

地
域
づ
く
り
推
進
課

2
2
4
-
2
3
5
1

移
住
促
進
課

2
2
4
-
2
4
2
0

移
住
の
促
進
と
定
住
・
定
着
に
向
け
た
取
組
の
充
実

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化

イ
ン
フ
ラ
（
住
ま
い
）
の
整
備

相
談
対
応
の
充
実

○
移
住
相
談
窓
口
を
中
心
と
し
た
き
め
細

か
な
相
談
対
応

○
転
職
希
望
者
な
ど
新
た
な
層
を
対
象
と

し
た
移
住
相
談
会
・
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

（
一
部
新
）
移
住
者
を
受
け
入
れ
る
態
勢
の
充
実
支
援
事
業

（
48
,0
20
千
円
）

（
一
部
新
）
地
域
お
こ
し
協
力
隊
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
8,
33
8千
円
）

（
一
部
新
）
移
住
促
進
事
業
（
74
,0
32
千
円
）

●
人
口
減
少
対
策
に
お
け
る
社
会
減
対
策
の
１
つ
で
あ
る
移
住
・
人
口
還
流
の
促
進
に
向
け
て
、
移
住
希
望
者
か
ら
「
選
ば
れ
る
三
重
」
と
な
る
た
め
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
を
図
る
ほ
か
、
新
た
な
層
を
対
象
と
し
た
相
談
対
応
を
充
実
さ
せ
ま
す

●
住
ま
い
の
充
実
に
取
り
組
む
市
町
の
支
援
や
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
定
住
・
定
着
促
進
に
向
け
た
支
援
体
制
を
強
化
し
、
移
住
者
を
受
け
入
れ
る
態
勢
を

充
実
さ
せ
ま
す

移
住
の
促
進

○
移
住
者
と
地
域
を
つ
な
ぐ
人
材
を
育
成
す
る
講
座
を
開
催

○
東
京
圏
か
ら
移
住
・
就
職
し
た
人
等
を
対
象
に
、
市
町
と
連
携
し

て
移
住
支
援
金
を
支
給

受
入
態
勢
の
充
実 任
用
時
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
に
向

け
た
市
町
へ
の
伴
走
支
援

隊
員
間
の
つ
な
が
り
づ
く
り
の
た

め
の
交
流
会
を
実
施

定
住
に
向
け
た
相
談
窓
口
を
設
置

○
隊
員
・
市
町
職
員
向
け
の
研
修
会
を
実
施

定
住
・
定
着
促
進
に
向
け
た
支
援
体
制
強
化

退
任
後

○
関
西
圏
・
中
京
圏
で
県
独
自
の
移
住
フ
ェ
ア
を
開
催

し
ご
と
や
地
域
づ
く
り
な
ど
三
重
な
ら
で
は
の
暮
ら
し
体
験
を
企

業
と
連
携
し
て
実
施

閲
覧
者
が
求
め
て
い
る
情
報
を
一
体
的
に
入
手
で
き
る
よ
う
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
改
修

○
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
SN
S等
を
活
用
し
た
情
報
発
信

○
三
重
の
人
や
暮
ら
し
と
つ
な
が
る
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

「
日
々
三
重
」
で
の
交
流
を
促
進

新新

お
試
し
住
宅
の
整
備
に
取
り
組
む
市
町
を
支
援

県
外
か
ら
の
移
住
者
に
対
す
る
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
を
支
援

（
県
土
整
備
部
が
実
施
す
る
既
存
事
業
へ
の
上
乗
せ
）

新 新 新

任
期
中

新

募
集
・
受
入

新
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ス
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推
進
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ス
ポ
ー
ツ
推
進
局

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

2
2
4
-
2
9
8
5

競
技
力
向
上
対
策
課

2
2
4
-
2
9
9
6

●
佐
賀
国
ス
ポ
（
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）
に
向
け
、
成
年
・
少
年
選
手
の
強
化
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
次
代
を
担
う
ジ
ュ
ニ
ア
・
少
年
選
手
の
発
掘
・

育
成
や
優
れ
た
指
導
者
の
養
成
に
取
り
組
み
ま
す

●
全
国
大
会
や
国
際
大
会
で
の
活
躍
を
め
ざ
す
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
の
強
化
活
動
を
支
援
し
ま
す

●
県
営
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
、
利
用
者
が
よ
り
安
全
・
安
心
に
利
用
で
き
る
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、
必
要
な
改
修
・
修
繕
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
指
定

管
理
者
と
連
携
し
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
み
ま
す

競
技
力
向
上
対
策
事
業
（
40
7,
00
0千
円
）

三
重
交
通
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
の
杜
鈴
鹿
事
業

（
65
0,
66
5千
円
）

・
施
設
の
効
率
的
・
効
果
的
な
管
理
運
営

39
1,
27
1千
円

・
水
泳
場
の
空
調
熱
源
設
備
改
修
工
事
な
ど

25
9,
39
4千
円

三
重
交
通
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
の
杜
伊
勢
事
業

（
16
7,
54
4千
円
）

・
施
設
の
効
率
的
・
効
果
的
な
管
理
運
営

10
2,
91
6千
円

・
第
二
陸
上
競
技
場
写
真
判
定
装
置
更
新
な
ど

64
,6
28
千
円

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実

競
技
力
の
向
上

育
成
・
強
化
し
て
き
た
選
手
・
チ
ー
ム
の
強
化
活
動
を
支
援

○
チ
ー
ム
み
え
国
ス
ポ
選
手
強
化
事
業
（
17
7,
00
0千
円
）

○
大
学
運
動
部
、
企
業
・
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
強
化
指
定
事
業

（
12
,6
00
千
円
）

選
手
・
チ
ー
ム
の
強
化

ジ
ュ
ニ
ア
・
少
年
選
手
の
発
掘
・
育
成

指
導
者
の
養
成

パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
の
強
化

国
内
外
の
大
会
で
の
活
躍
が
期
待
で
き
る
ジ
ュ
ニ
ア
・

少
年
選
手
の
強
化
活
動
を
支
援

○
チ
ー
ム
み
え
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
事
業

（
30
,0
00
千
円
）

○
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・
運
動
部
強
化
指
定
事
業
（
4,
50
0千
円
）

幅
広
い
世
代
で
指
導
者
を
養
成
し
､一
貫
指
導
体
制
を
構
築

○
チ
ー
ム
み
え
ト
ッ
プ
指
導
者
養
成
事
業

（
24
,8
10
千
円
）

国
際
・
全
国
大
会
で
活
躍
で
き
る
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
の
強
化
活
動
を
支
援

○
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
選
手
強
化
指
定
事
業
（
8,
70
0千
円
）

本
県
ゆ
か
り
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
活
躍

安
全
・
安
心
な
環
境
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

予
算
額

1,
41
5,
77
4千
円
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域
ス
ポ
ー
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と
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が
い
者
ス
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ー
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の
推
進
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ス
ポ
ー
ツ
推
進
局

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

2
2
4
-
29
86

●
大
規
模
大
会
等
の
誘
致
・
開
催
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
に
取
り
組
む
市
町
・
競
技
団
体
等
を
支
援
し
ま
す

●
県
民
の
皆
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
に
ふ
れ
親
し
む
機
会
の
拡
充
に
取
り
組
み
ま
す

●
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
の
受
け
皿
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
ふ
ま
え
、
取
組
を
強
化
し
ま
す

●
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
身
近
な
地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
機
会
の
充
実
、
選

手
の
発
掘
や
支
え
る
人
材
の
養
成
等
に
取
り
組
み
ま
す

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

・
「
三
重
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
支
援
セ
ン

タ
ー
」
に
お
い
て
、
県
民
・
企
業
等
か
ら

の
相
談
対
応
、
SN
S等
を
通
じ
た
情
報
発

信
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
企
業
等

の
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

・
選
手
の
発
掘
に
向
け
た
初
心
者
講
習
会
、

指
導
員
の
養
成
研
修
の
実
施

・
競
技
団
体
の
遠
征
費
の
補
助

な
ど

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
裾
野
の
拡
大

▲
三
重
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
支
援
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
「
み
え
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
、
「
み
え
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
、
「
第
18
回
美
し
国
三
重
市
町

対
抗
駅
伝
」
を
開
催

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
に
ふ
れ
親
し
む
環
境
づ
く
り

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

・
市
町
・
競
技
団
体
等
が
実
施
す
る
国
際
大
会
、

全
国
大
会
等
の
大
規
模
大
会
の
開
催
や
ス
ポ
ー
ツ

教
室
の
開
催
等
に
必
要
な
経
費
を
支
援

▲
国
際
大
会
の
開
催

▲
美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝

▲
み
え
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
裾
野
の
拡
大

【
子
ど
も
・
福
祉
部
】

（
59
,2
14
千
円
）

（
一
部
新
）
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

（
61
,1
70
千
円
）

地
域
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
開
催
事
業

（
16
,0
88
千
円
）

レ
ガ
シ
ー
を
活
用
し
た

み
え
の
ス
ポ
ー
ツ
支
援
事
業

（
13
0,
00
0千
円
）

予
算
額

67
5,
78
4千
円
（
う
ち
ス
ポ
ー
ツ
推
進
局
分

61
6,
57
0千
円
）

・
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
質
的
充
実
の
た
め
、

専
属
の
ク
ラ
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

体
験
会
や
地
区
別
研
修
会
を
開
催
し
、
中
学
校
部
活
動

の
地
域
連
携
・
地
域
移
行
を
促
進

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
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南
部
地
域
の
活
性
化

南
部
地
域
振
興
局

南
部
地
域
振
興
企
画
課

2
2
4
-
2
1
9
2

●
「
三
重
県
南
部
地
域
振
興
プ
ラ
ン
」
の
３
つ
の
取
組
方
向
に
基
づ
き
、
南
部
地
域
へ
の
愛
着
・
誇
り
の
醸
成
や
地
域
と
の
関
係
性
の
継
続
、
兼

業
や
副
業
な
ど
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
の
創
出
、
お
よ
び
地
域
内
の
人
材
育
成
と
関
係
人
口
の
深
化
・
拡
大
等
に
取
り
組
み
ま
す

●
南
部
地
域
活
性
化
基
金
を
活
用
し
て
、
複
数
市
町
の
連
携
に
よ
る
南
部
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
ま
す

１
．
若
者
の
定
着
・
人
口
の
還
流
に
向
け
て

２
．
地
域
産
業
の
活
力
向
上
に
向
け
て

３
．
賑
わ
い
の
あ
る
南
部
地
域
に
向
け
て

南
部
地
域
の
企
業
・
魅
力
体
感
事
業
（
4,
10
7千
円
）

○
南
部
地
域
外
へ
進
学
・
就
職
し
た
若
者
を
対
象
と
し
た
、
南
部
地
域
の
企
業
見
学
お
よ
び
地
域
で

活
躍
し
て
い
る
方
々
と
の
交
流
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施

（
新
）
南
部
の
地
域
づ
く
り
連
携
推
進
事
業
（
2,
25
0千
円
）

○
県
土
整
備
部
と
連
携
し
、
空
き
家
の
非
住
宅
（
店
舗
等
）
へ
の
改
修
費
及
び
除
却
費
を
支
援

南
部
地
域
活
性
化

基
金
支
援
事
業

（
11
,3
30
千
円
）

○
田
舎
暮
ら
し
体
験
、
観
光

促
進
、
出
逢
い
支
援
、
関

係
人
口
創
出
な
ど
、
南
部

地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
事
業
に
連
携
し
て
取
り

組
む
市
町
を
支
援

（
新
）
南
部
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
第
一
次
産
業
を
め
ざ
し
て
事
業
（
8,
24
6千
円
）

○
南
部
地
域
に
お
け
る
副
業
の
し
く
み
づ
く
り
の
た
め
の
南
部
地
域
の
現
状
お
よ
び
先
進
事
例
を
調
査

○
都
市
部
の
飲
食
店
、
百
貨
店
の
バ
イ
ヤ
ー
等
を
対
象
と
し
た
ツ
ア
ー
を
通
じ
た
特
産
品
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

（
新
）
多
様
な
人
材
が
集
う
「
賑
わ
い
」
の
維
持
・
創
出
事
業
（
10
,5
09
千
円
）

○
農
林
水
産
業
や
地
域
の
祭
り
の
お
手
伝
い
を
き
っ
か
け
に
し
た
企
業
と
地
域
と
の
関
係
づ
く
り

○
地
域
で
活
躍
す
る
人
び
と
を
対
象
と
し
た
連
続
講
座
の
開
催
に
よ
る
地
域
や
世
代
を
超
え
た
人
材

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

フ
ァ
ン
と
と
も
に
南
部
地
域
の
観
光
資
源
Ｐ
Ｒ
事
業
（
3,
28
2千
円
）

○
フ
ァ
ン
や
マ
ニ
ア
と
と
も
に
行
う
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
磨
き
上
げ
を
通
じ
た
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
地
域
づ
く
り
活
動
を
促
進

予
算
額

90
,4
27
千
円

地
域
づ
く
り
人
材
支
援
事
業
（
4,
05
4千
円
）

○
南
部
地
域
出
身
の
学
生
等
を
対
象
と
し
た
、
地
域
課
題
（
賑
わ
い
の
創
出
等
）
の
解
決
や
、
地
域

へ
の
愛
着
の
醸
成
に
向
け
た
⾧
期
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
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東
紀

州
地

域
の

活
性

化
～

熊
野

古
道

世
界

遺
産

登
録

20
周

年
事

業
～

予
算

額
24

0,
49

9千
円

南
部
地
域
振
興
局

東
紀
州
振
興
課

2
2
4
-
2
19
3

●
熊

野
古

道
の

世
界

遺
産

登
録

20
周

年
を

記
念

し
、

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
開

催
等

を
行

う
と

と
も

に
、

古
道

来
訪

者
の

た
め

の
二

次
交

通
の

利
便

性
向

上
に

向
け

た
調

査
、

実
証

運
行

や
宿

泊
施

設
等

を
一

元
的

に
案

内
す

る
Ｗ

ｅ
ｂ

サ
イ

ト
構

築
、

仮
設

ト
イ

レ
の

設
置

等
に

よ
り

、
来

訪
者

が
安

全
・

快
適

に
歩

け
る

環
境

を
整

備
し

、
古

道
の

魅
力

の
さ

ら
な

る
向

上
と

来
訪

意
欲

の
喚

起
に

取
り

組
み

ま
す

●
奈

良
県

、
和

歌
山

県
等

と
連

携
し

な
が

ら
、

東
紀

州
地

域
へ

の
誘

客
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
観

光
業

お
よ

び
第

一
次

産
業

を
含

め
た

関
連

産
業

の
振

興
を

図
り

ま
す

地
域

資
源

を
生

か
し

た
持

続
可

能
な

地
域

社
会

づ
く

り
（

21
,5

14
千

円
）

東
紀

州
地

域
振

興
推

進
事

業
（

10
,2

55
千

円
）

○
市
町
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
観
光
振
興
、
産
業

振
興
等
の
面
か
ら
総
合
的
に
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
（
一
社
）
東
紀
州
地
域

振
興
公
社
の
取
組
を
支
援

選
ば

れ
る

東
紀

州
地

域
を

目
指

し
て

産
業

活
性

化
支

援
事

業
（

11
,2

59
千

円
）

○
地
域
の
資
源
を
生
か
し
た
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
や
高
付
加
価
値
化
、
販
路

拡
大
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
、
観
光
産
業
ツ
ア
ー
等
の
取
組

や
、
地
域
産
業
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
の
基
盤
づ
く
り
等
の
取
組
を
支
援

熊
野

古
道

の
未

来
へ

の
継

承
と

活
用

（
21

8,
98

5千
円

）
（

新
）

熊
野

古
道

世
界

遺
産

登
録

20
周

年
事

業
（

33
,6

77
千

円
）

○
熊
野
古
道
世
界
遺
産
登
録
20
周
年
を
記
念
し
、
ス
ペ
イ
ン
・
バ
ス
ク
自
治
州
か
ら
巡
礼
道

の
保
全
関
係
者
等
を
招
い
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
等
を
実
施

（
新

）
熊

野
古

道
伊

勢
路

受
入

環
境

整
備

事
業

（
41

,5
00

千
円

）
○
熊
野
古
道
伊
勢
路
周
辺
の
宿
泊
施
設
等
を
一
元
的
に
案
内
す
る
英
語
に
も
対
応
し
た
W
eb

サ
イ
ト
を
構
築
、
沿
道
の
環
境
や
古
道
を
安
全
・
快
適
に
歩
け
る
環
境
を
整
備

（
一

部
新

）
Ea

sy
 A

cc
es

s 
to

東
紀

州
!

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

推
進

事
業

（
29

,4
48

千
円

）
○
熊
野
古
道
へ
の
来
訪
時
に
お
け
る
二
次
交
通
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
運
行
ル
ー
ト

や
手
法
に
つ
い
て
調
査
し
、
実
証
運
行
を
実
施

○
和
歌
山
県
等
と
の
広
域
連
携
に
よ
る
観
光
客
の
受
入
環
境
整
備
や
、
（
一
社
）
東
紀
州
地
域

振
興
公
社
等
と
連
携
し
て
外
国
人
旅
行
者
の
誘
客
促
進
や
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
等
を

実
施

熊
野

古
道

伊
勢

路
に

お
け

る
拠

点
滞

在
型

観
光

の
推

進
※

観
光

部
の

拠
点

滞
在

型
観

光
推

進
事

業
の

一
部

（
熊

野
古

道
ル

ー
ト

図
）

（
一

部
新

）
熊

野
古

道
活

用
促

進
事

業
（

31
,9

55
千

円
）

○
熊
野
古
道
伊
勢
路
の
世
界
遺
産
登
録
20
周
年
に
お
い
て
、
「
歩
き
旅
」
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
推
進
す
る
た
め
、
伊
勢
路
踏
破
ウ
ォ
ー
ク
の
開
催
や
伊
勢
路
の
価
値
や
魅
力
の
国
内
外
へ

の
発
信
等
に
よ
り
誘
客
を
促
進

○
古
道
を
快
適
に
歩
け
る
よ
う
、
ト
イ
レ
等
の
状
況
を
調
査
、
仮
設
ト
イ
レ
を
設
置

○
熊
野
古
道
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
活
動
や
熊
野
古
道
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
実
施

松
本

峠
熊

野
古

道
伊

勢
路

に
お

け
る

受
入

環
境

整
備

事
業

（
9,

55
7千

円
）

○
伊
勢
路
「
歩
き
旅
」
を
促
進
す
る
取
組
と
し
て
、
既
存
の
鉄
道
、
バ
ス
等
の
地
域
公
共
交
通

を
最
大
限
利
用
し
た
古
道
歩
き
の
コ
ー
ス
を
設
定
、
デ
モ
ツ
ア
ー
を
実
施

○
1日
で
歩
け
る
ル
ー
ト
設
定
、
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
等
の
作
成
、
サ
イ
ト
掲
載
や
来
訪
者
が
利
用

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
実
施

熊
野

古
道

伊
勢

路
世

界
遺

産
登

録
20

周
年

ロ
ゴ

マ
ー

ク

地域連携・交通部 11
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３ その他の主要事業 

政策名、施策名および事業の内容 
担当課・ 

電話番号 

《政策名：地域づくり》 
 

〈施策名：(9-1)市町との連携による地域活性化〉 

 

１ 持続可能な地域コミュニティづくり推進事業      2,775 千円 

【(9-1-1) 市町との連携・協働による地域づくり】 

（第２款 総務費 第６項 地域振興費 １ 地域振興費） 

「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」の仕組みを活用し、住民

が主体となった地域のコミュニティづくりがより多くの地域に広がる

ように取り組むとともに、将来の担い手となる若者を育てるため、地

域づくり団体等において地域活動を体験する機会を提供し、若者が地

域づくりの経験を積む取組を進めます。 

 

２ 市町振興事務費                     5,971 千円 

【(9-1-2) 市町行財政運営の支援】 

（第２款 総務費 第６項 地域振興費 ２ 市町振興費） 

市町が今後も安定的な行財政運営を継続的に行うことができるよ

う、地方自治制度、地方公務員制度、地方財政制度の適正な運用に加え、

公共施設等の適正管理の推進など、行財政運営の改善につながる取組に

ついても必要な支援を行います。 

 

３ 木曽岬干拓地整備事業                 130,657 千円 

【(9-1-3) 木曽岬干拓地等の利活用の推進】 

（第２款 総務費 第６項 地域振興費 １ 地域振興費） 

伊勢湾岸自動車道以南の都市的土地利用の方向性の提示に向けて取

組を進めるとともに、道路等の基盤整備に向けて関係者との調整を進め

ます。 

 

４ （一部新）特定振興地域推進事業             30,573 千円 

【(9-1-3) 木曽岬干拓地等の利活用の推進】 

（第２款 総務費 第６項 地域振興費 １ 地域振興費） 

大仏山地域に整備した散策路等を適切に維持管理し利用促進等に取

り組みます。また、宮川の流量回復については、宮川ダム直下から三瀬

谷ダム間において、関係者から要望がある河川環境等について調査を

行うとともに、利水者などの関係者や流域市町との意見交換を進めな

がら、より良い流況に向けて取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域づくり推

進課 

（224-2351） 

 

 

 

 

 

 

市町行財政課 

（224-2171） 

 

 

 

 

 

 

水資源・地域

プロジェクト

課 

（224-2419） 

 

 

 

水資源・地域

プロジェクト

課 

（224-2419） 
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政策名、施策名および事業の内容 
担当課・ 

電話番号 

５ 奥伊勢湖環境保全対策協議会負担金           5,000 千円 

【(9-1-3) 木曽岬干拓地等の利活用の推進】 

（第２款 総務費 第６項 地域振興費 １ 地域振興費） 

奥伊勢湖環境保全対策協議会に参画し、奥伊勢湖の豊かな自然環境

を守るための活動を支援します。 

 

６ （一部新）地域活性化支援事業             3,281 千円 

【(9-1-4) 過疎地域等における地域づくり】 

（第２款 総務費 第６項 地域振興費 １ 地域振興費） 

過疎地域等の市町が実施する住民の身近な生活課題を解決するた

めの取組や地域活性化のための取組に対し補助金を交付します。ま

た、過疎地域等において、市町職員や集落支援員が住民主体の持続可

能な地域づくりの手法を学ぶ研修や、地域課題解決に向けたアドバイ

ザー派遣を実施します。 

 

７ 離島航路船舶新造事業補助金            38,500 千円 

【(9-1-4) 過疎地域等における地域づくり】 

（第２款 総務費 第６項 地域振興費 １ 地域振興費） 

離島住民の生活基盤の安定化と離島の自立的発展を促すため、離島

航路事業者に対し、新船建造費の一部を補助し離島航路の維持確保を

図ります。 

 

〈施策名：(9-3)南部地域の活性化〉 

 

１ （一部新）南部地域活性化基金積立金        45,201 千円 

【(9-3-1) 豊かに暮らし続けられる南部地域づくり】 

（第２款 総務費  第６項 地域振興費 １ 地域振興費） 

南部地域の振興に向け、複数市町が連携して取り組む事業を支援す

るとともに、関係部局と連携した若者の定着等に資する事業を実施す

るため、基金に積み立てを行います。 

 

〈施策名：(9-4)東紀州地域の活性化〉 

 

１ 東紀州地域集客交流推進事業            78,080 千円 

【(9-4-2) 熊野古道の未来への継承と活用】 

（第２款 総務費  第６項 地域振興費 １ 地域振興費） 

熊野古道センターにおいて、熊野古道をはじめとした東紀州地域の

歴史・文化、自然等を地域内外に発信するとともに、集客交流を促進

します。また、常設展示のリニューアルに向けて、設計を行います。 

 

 

水資源・地域

プロジェクト

課 

（224-2419） 

 

 

地域づくり推

進課 

（224-2351） 

 

 

 

 

 

 
南部地域振興

企画課 

（224-2192） 

 
 
 
 
 
 
南部地域振興

企画課 
（224-2192） 

 
 
 
 
 
 
東紀州振興課 
（224-2193） 
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政策名、施策名および事業の内容 
担当課・ 

電話番号 

《政策名：交通・暮らしの基盤》 
 

〈施策名：(11-2)公共交通の確保・充実〉 

 

１ 地域交通体系整備基金積立金               216,960 千円 

 【(11-2-1) 地域の輸送資源の総動員による持続可能な移動  

手段の確保】 

（第２款 総務費  第６項 地域振興費 ４ 交通政策費） 

伊勢鉄道株式会社の施設整備に活用する「三重県地域交通体系整備

基金」について、新型コロナウイルス感染症の影響により、緊急的に

令和２年度から令和４年度までの経営支援に活用していることから、

その支援金額分を基金に積み直します。 

  

２ 航空関係費                    19,651 千円 

【(11-2-2) リニア開業時の県内広域交通網の確保・充実に  

向けた取組の推進】 

（第２款 総務費  第６項 地域振興費 ４ 交通政策費） 

「中部国際空港利用促進協議会」や「関西国際空港全体構想促進協

議会」の活動を通じ、両空港の利用促進に取り組むとともに、中部国

際空港の大規模補修を行うための代替滑走路早期整備に向けた取組

を支援します。 

 

〈施策名：(11-4)水の安定供給と土地の適正な利用〉 

 

１ 工業用水道事業会計出資金            304,927 千円 

【(11-4-1) 水資源の確保と水の安全・安定供給】 

（第２款 総務費  第６項 地域振興費 ５ 資源対策費） 

県勢振興のために確保している水源の工業用水に係る管理費等に

ついて、一般会計から工業用水道事業会計に出資します。 

 

２ 地籍調査費負担金               296,560 千円 

（484,737千円 ※R5年度 2月補正予算含みベース） 

【(11-4-2) 適正な土地の利用および管理】 

（第２款 総務費 第６項 地域振興費 ５ 資源対策費） 

土地取引の円滑化や土地資産の保全、災害復旧の迅速化等に資する

ため、地籍調査を実施する市町に対して、その取組を支援します。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
交通政策課 
（224-2622） 

 

 

 

 

 

 

 

広域交通・リ

ニア推進課 

（224-2805） 

 

 

 

 

 

 
 
 
水資源・地域

プロジェクト

課 
（224-2010） 

 
 

水資源・地域

プロジェクト

課 
（224-2010） 
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政策名、施策名および事業の内容 
担当課・ 

電話番号 

《政策名：文化・スポーツ》 

 

〈施策名：(16-2)競技スポーツの推進〉 

 

１ 国民スポーツ大会派遣事業             117,623 千円 

【(16-2-1) 競技力の向上】 

（第２款 総務費 第12項 スポーツ推進費 １ スポーツ推進費） 

国民スポーツ大会および東海ブロック大会に、本県代表選手・監督

等を派遣します。 

 

２ ドリームオーシャンスタジアム事業         27,571 千円 

【(16-2-3) 安全、快適なスポーツ施設の提供】 

（第２款 総務費 第12項 スポーツ推進費 ２ スポーツ施設費） 

指定管理者制度に基づいて、効率的・効果的な管理運営やサービス

の充実を図るとともに、老朽化したグラウンド整備機器を更新し、安

全、快適に利用できる環境の整備を行います。 

 

３ 県営ライフル射撃場事業               24,366 千円 

【(16-2-3) 安全、快適なスポーツ施設の提供】 

（第２款 総務費 第 12 項 スポーツ推進費 ２ スポーツ施設費）

指定管理者制度に基づいて、効率的・効果的な管理運営やサービス

の充実を図るとともに、多機能トイレ整備工事など、安全、快適に利

用できる環境の整備を行います。 

 

 

《民主的かつ公正中立な行政運営（行政委員会）》 
 

１ 明るい選挙推進費                 6,890 千円 

【適正な選挙の管理執行】 

（第２款 総務費 第７項 選挙費 ２ 選挙啓発費） 

全体投票率と比較して低い傾向にある若者に選挙を身近に感じて

もらうため、小学生から大学生等の各年代に向けた選挙啓発リーフレ

ットを新たに作成し、配布するなど、若者の投票率向上に向けた取組

を行います。 

 

 

 

 

競技力向上対

策課 

（224-2996） 

 

 

 

スポーツ推進

課 

（224-2985） 

 

 

 

 

スポーツ推進

課 

（224-2985） 

 

 

 

 

 

 

 

選挙管理委員

会事務局 

(224-2172) 

 


